
令和２年度 ブランド部会の方向性（案） 

テーマ「回遊性向上」 

課題 解決に向けた考え方 テーマ（例） 

■「道の駅」を基点とした提
案は過去２年の議論によりア
イデアが出尽くした感がある 
 
 

■  道の駅を訪れた人が、即日回遊することは
極めて少ない。 
 
■ 道の駅基点に限定せずに、まちなかも含めた
視点から市全域の回遊性向上を検討 
（まちなかから道の駅への回遊を促す提案でも
可。） 
 
■ 観光入込数の増加、滞在時間の延長、リピー
ター確保を主目的にすることも可（間接的に回
遊性向上につながるのであれば） 
 
■一方で、テーマの範囲を広げ過ぎると収集が
つかなくなるため、絞り込みが必要 

■2.43聖地巡礼に向けた事業
（マップ作成、情報発信） 
 
■… 
 
 
 
 
 

■ 担当課の賛同を得られやす
い提案が求められる（実施す
るのは担当課） 

■ 新しい提案に限らず、既存事業や実施予定事
業の拡充・補完でも可 
■ ブランド戦略、観光ビジョン等の個別計画の
成果になる提案 

■サイクリングコース事業（周
遊滞在事業）の補完 
■星空、水のブランディング事
業 

■ コロナ禍により旅行形態が
変化している（旅行意欲の減、
三密回避） 

■ 対人接触を避けた観光ニーズに対応した提案 ■ 密を避けるデジタルスタン
プラリー 
■ワーケーションスポットの情
報発信（古民家、 

■   まちなかを含めた市全域の回遊性向上（道の駅に限定しない） 
 
■ 点在する地域資源を観光客が利用しやすい仕組みを作り、回遊・消費を促進 
  【例】「おおのまるごと体験メニュー」の磨き上げ・情報発信強化 
 
 

方向性 

総合政策課 観光振興室 

・新道の駅を絡めた議論はアイデアが出尽くした。市全域の回
遊性を協議してはどうか。 
・そもそも、道の駅を訪れた人が、即日回遊することは極めて
少ない。 
 

・回遊性向上を議論する上で、新道の駅は外せない。（来年度
の一大行事） 
・新道の駅と九頭竜道の駅との連携も求められている。 
・道の駅でしかもらえない市内店舗の割引クーポンを出せば回
遊性は高まる。（ただし、自走につながらない） 

・回遊性向上をいかに、「滞在時間の延長」「観光消費」をつ
なげられるか課題 

・魅力ある観光資源があれば、おのずと回遊性は高まり、滞在
時間も観光消費も伸びる。回遊性ありきではない。 

・体験メニューの見直し、磨き上げにより回遊性を高める策を
議論してはどうか。 

・じゃらんとのワークショップで体験メニューを造成する予定
で、重複する。 

・新しい提案に限らず、既存事業や実施予定事業の拡充・補完
でも可 

・観光室の今年度事業の内容を説明した上で、部会で検討する
と良い。 

・重点道の駅ＰＲ計画では、開駅前の ・新道の駅の情報発信は総合政策課が行うべき。新道の駅に来
る人の発地や欲しているものを分析すべき。 

・ 「道の駅」を基点とした提案はアイデアが出尽くした感がある 
・ そもそも、道の駅を訪れた人が、即日回遊することは極めて少ない 
・   回遊性向上をいかに、「滞在時間の延長」「観光消費」をつなげられるか 
・ 担当課の賛同を得られやすい提案が求められる（実施するのは担当課） 
・ 新しい提案に限らず、既存事業や実施予定事業の拡充・補完でも可 
 

  ■新道の駅を基点とした回遊性の向上（継続） 
  ■新道の駅と道の駅九頭竜の連携による回遊性の向上 

 検討内容 

 スケジュール 

回 時期 内容 

第1回 
ブランド部会 

9月上旬 
課題、方向性の共有、論点の絞り込み  
アイデア出し など 

第2回 
ブランド部会 

9月中下旬 
アイデア出し 
具体的な提案内容の検討 

第3回 
ブランド部会 

10月上旬 報告書の内容の最終確認 

人口減少会議への報告 10月下旬 報告書の提案 

 構成メンバー 

  ■関係団体、事業者、専門家等 ４名程度 
  ■人口減少対策会議委員 １名 
  ■庁内関係課職員（道の駅推進課、商工観光振興課） 



令和２年度 地域づくり部会の方向性（案） 

テーマ「地域の活性化」 

課題 解決に向けた考え方 テーマ（例） 

■「道の駅」を基点とした提
案は過去２年の議論によりア
イデアが出尽くした感がある 
 
 

■  道の駅を訪れた人が、即日回遊することは
極めて少ない。 
 
■ 道の駅基点に限定せずに、まちなかも含めた
視点から市全域の回遊性向上を検討 
（まちなかから道の駅への回遊を促す提案でも
可。） 
 
■ 観光入込数の増加、滞在時間の延長、リピー
ター確保を主目的にすることも可（間接的に回
遊性向上につながるのであれば） 
 
■一方で、テーマの範囲を広げ過ぎると収集が
つかなくなるため、絞り込みが必要 

■2.43聖地巡礼に向けた事業
（マップ作成、情報発信） 
 
■… 
 
 
 
 
 

■ 担当課の賛同を得られやす
い提案が求められる（実施す
るのは担当課） 

■ 新しい提案に限らず、既存事業や実施予定事
業の拡充・補完でも可 
■ ブランド戦略、観光ビジョン等の個別計画の
成果になる提案 

■サイクリングコース事業（周
遊滞在事業）の補完 
■星空、水のブランディング事
業 

■ コロナ禍により旅行形態が
変化している（旅行意欲の減、
三密回避） 

■ 対人接触を避けた観光ニーズに対応した提案 ■ 密を避けるデジタルスタン
プラリー 
■ワーケーションスポットの情
報発信（古民家、 

■   まちなかを含めた市全域の回遊性向上（道の駅に限定しない） 
 
■ 点在する地域資源を観光客が利用しやすい仕組みを作り、回遊・消費を促進 
  【例】「おおのまるごと体験メニュー」の磨き上げ・情報発信強化 
 
 

方向性 

総合政策課 観光振興室 

・新道の駅を絡めた議論はアイデアが出尽くした。市全域の回
遊性を協議してはどうか。 
・そもそも、道の駅を訪れた人が、即日回遊することは極めて
少ない。 
 

・回遊性向上を議論する上で、新道の駅は外せない。（来年度
の一大行事） 
・新道の駅と九頭竜道の駅との連携も求められている。 
・道の駅でしかもらえない市内店舗の割引クーポンを出せば回
遊性は高まる。（ただし、自走につながらない） 

・回遊性向上をいかに、「滞在時間の延長」「観光消費」をつ
なげられるか課題 

・魅力ある観光資源があれば、おのずと回遊性は高まり、滞在
時間も観光消費も伸びる。回遊性ありきではない。 

・体験メニューの見直し、磨き上げにより回遊性を高める策を
議論してはどうか。 

・じゃらんとのワークショップで体験メニューを造成する予定
で、重複する。 

・新しい提案に限らず、既存事業や実施予定事業の拡充・補完
でも可 

・観光室の今年度事業の内容を説明した上で、部会で検討する
と良い。 

・重点道の駅ＰＲ計画では、開駅前の ・新道の駅の情報発信は総合政策課が行うべき。新道の駅に来
る人の発地や欲しているものを分析すべき。 

・ 「道の駅」を基点とした提案はアイデアが出尽くした感がある 
・ そもそも、道の駅を訪れた人が、即日回遊することは極めて少ない 
・   回遊性向上をいかに、「滞在時間の延長」「観光消費」をつなげられるか 
・ 担当課の賛同を得られやすい提案が求められる（実施するのは担当課） 
・ 新しい提案に限らず、既存事業や実施予定事業の拡充・補完でも可 
 

  ■若者の地域活動への参加促進 
  ■魅力ある地域づくり 

 検討内容 

 スケジュール（案） 

回 時期 内容 

第1回 
地域づくり部会 

８月下旬 各団体の活動紹介、課題の共有、論点の絞り込み 

第2回 
地域づくり部会 

9月中下旬 アイデア出し、具体的な提案内容の検討 

第3回 
地域づくり部会 

10月上旬 提案内容の検討、報告書の内容確認 

人口減少会議への報告 10月下旬 報告書の提出 

 構成メンバー 

  ■青年団体会員等 ５名程度 
  ■人口減少対策会議委員 1名 
  ■庁内関係課職員（総務課地域振興室、生涯学習課） 


